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第二章は ， Sn-BiC13 系についての研究結果である。
この系の溶液の比伝導度は 400 0C までの温度では， すべて金属濃度に対して比伝導度に最高値のあ
らわれるような変化を示した。また吸収スベクトノレの結果とも合せ，この系の溶液は Sn の塩化物と
Bi-BiC13 系の混合物よりなり Bi-BiC13 系の monomer BiCl の強い溶液であると論じている。
第三章は， Pb-BiC13 系についての結果である。 この系では比伝導度が金属量と共に減少して行く
こと，および吸収スベクト Jレの測定より BiCl の Polymer の強い溶液であるとのべている。
第四章は， Ag-BiC13 についての結果である。比伝導度と吸収スペクト Jレの結果より， この系では
イオン伝導度のほかに Bi の l 価と 3 価のイオン聞の電子の交換する伝導も加わっているとのべてい
る。








また金属としては Sn， Pb, Cu, Ag 等を使用し，精密に実験を行ない，それぞれの溶液について金属
の状態を究明している。
乙の種の研究は，実験的にも理論的にも困難の多いものである。申請者はこの種の系の一部ではあ
るが，系統的に研究をしたものであって，今後，この方面の研究の発展に示嵯を与えた。乙のことは
原子力材料のみならず，電気化学， 溶融塩の研究の面において寄与するところが大きく， 工学的に
も，工業的にも重要な意義をもつものである。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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